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　２月３日（木）認定苫前こども園（青木久美子園長）

で節分の恒例「豆まき」が行われた。

　オニを追い払って１年元気にすごそうと、自分た

ちが作った入れ物に豆を入れてもらい豆まきが始

まった。

　オニの登場に、園児たちはオニを追い払おうと一

生懸命豆をまく子や、怖くて先生の後ろに隠れる子

どもたちなど様々な姿が見られた。

　オニが捕まって降参した後も豆をまき続ける園児

たちの姿が印象的だった。

■シリーズ苫前商業高等学校　ほか･･･2
■地域を見守る住民の集い　ほか･･･3
■健康ばんざい･･･4
■地域包括ケアだより･･･5
■介護保険ガイド･･･6
■国民年金　ほか･･･7
■とままえ社協だより･･･8～9
■学びの広場･･･10
■住まいる情報･･･11～13
■小学生ギャラリー･･･14

人　口／2,872人（男／1，389人：女／1,483人）
世帯数／1,460世帯　　　 　　   （2月28日現在）

オニ、捕まえた！



広報とままえ ３月号　２頁

　本校の進路活動についての第２弾。全員の進路先が決定し、３年生は

次のステージに向けて準備をしています。

【進学】

・・国立大学法人北見工業大学地域未来デザイン工学科～商業高校から工

業系の大学への進学。放課後の個別指導で受験対策を進めてきました。

地域産業振興の支援と地域課題の解決について工学の視点で学びます。

勉強以外にも、未来ビジョンミーティングやＴＤＫボランティア活動

等、我が町の取組に積極的に参加していました。これからの北海道・地域社会を支える専門家を目指し

ています。

・・北翔大学教育文化学部～公認心理師と精神保健福祉士の国家資格取得にむけて学びます。本校でお世話

になっているスクールカウンセラーも受験対策に協力してくれました。

・・札幌学院大学経済経営学部経営学科～先月号で紹介したとおり、本校で学んだ商業科目をさらに深めて

いきます。今まで学んだことや取得した資格を活かした受験対策を進めてきました。

・・職業能力開発校～人の役に立ちたいという思いで、介護について学びます。今後も需要がとても高い職

業。夏休み中にオープンキャンパスに参加するなど、早くから受験対策を進めてきました。

【就職】

・・㈱ホテル層雲閣グランドホテル～大正12年創業であり層雲峡温泉の老舗ホテルです。昨年度よりリ

ニューアルを進めており、この春グランドリニューアルオープンします。オープンキッチンが素晴らし

く、地のものを使用したデザートをお客様の目の前で盛り付けるなど細やかなサービスに力を入れてい

るホテルです。事前に会社訪問し、面接練習を重ね内定をもらいました。本校で学んだマナースキルを

さらに磨き、素敵なホテルマンを目指します。

・・㈲チェストナットファーム～浦河にある世界屈指の調教施設を誇るＢＴＣ（軽種馬育成調教センター）

を活用した競走馬の育成・調教を行っている会社です。ＧⅠ勝馬をはじめ多数の活躍馬を送り出してお

り、現在は筋トレなど身体づくりに励んでいます。

　「商業高校」というと資格取得や就職というイメージがあるかと思いますが、それだけではありません。

進学で、特に商業系（経営・経済・商学）を考えている、また就職を考えている場合は、イメージどおり本

校でその基礎を学ぶことができます。指定校推薦枠もあります。他の進路を考えている、またはまだわか

らないという場合は、本校の少人数制で学ぶメリットや、他の学校にはない活動を通して、将来の選択肢

を広げてみませんか？

文・写真：苫前商業高校地域連携委員：瀧 川 直 子

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校
「卒業後の進路について②」

　
令
和
３
年
度
海
の
子
作
品

展
に
お
い
て
北
海
道
知
事
賞

を
受
賞
し
た
苫
前
中
学
校

（
明
田
豊
校
長
）
の
村
井
絵

真
さ
ん
の
作
品
が
北
海
道
代

表
と
し
て
全
国
展
へ
と
出
品

さ
れ
た
と
こ
ろ
特
別
賞
と
な

る
日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
ま
た
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

岩
崎
志
音
さ
ん
と
池
田
倖
さ

ん
２
名
の
作
品
も
北
海
道
代

表
と
し
て
全
国
展
へ
出
品
さ

れ
た
と
こ
ろ
全
漁
連
会
長
賞

を
受
賞
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
村
井

さ
ん
は
「
立
派
な
賞
を
受
賞

で
き
て
、素
直
に
嬉
し
い
」と

述
べ
、今
後
に
つ
い
て「
進
学

校
で
は
美
術
部
に
入
部
し
て

油
絵
を
学
び
た
い
。
将
来
は

マ
ン
ガ
家
に
な
り
た
い
の
で
、

時
間
が
あ
れ
ば
高
校
か
大
学

在
学
中
か
ら
出
版
社
へ
マ
ン

ガ
を
投
稿
し
て
い
き
た
い
」

と
将
来
に
つ
い
て
話
し
て
い

た
。

全国海の子絵画展 日本放送協会会長賞受賞

　
２
月
　
日（
月
）苫
前
小
学

１４

校
（
熊
倉
一
弘
校
長
）
６
年

生
　
名
と
古
丹
別
小
学
校

１４

（
山
口
清
敏
校
長
）
６
年
生

　
名
で
地
域
学
校
協
働
活
動

１１「
陶
芸
教
室
」
を
実
施
し
た
。

　
西
川
加
代
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ

ナ
ル
マ
グ
カ
ッ
プ
の
製
作
を

行
っ
た
。

　
製
作
に
あ
た
り
、
児
童
た

ち
は
事
前
に
字
入
れ
や
釉
薬

掛
け
の
構
想
を
考
え
て
い
た

り
、
講
師
の
説
明
を
し
っ
か

り
と
聞
い
て
い
た
た
め
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。

　
今
回
作
成
し
た
マ
グ
カ
ッ

プ
は
令
和
３
年
度
卒
業
作
品

展
用
と
し
て
展
示
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

地域学校協働活動「陶芸教室」



広報とままえ ３月号　３頁

　
２
月
　
日（
金
）苫
前
町
日

１８

赤
奉
仕
団
（
柴
田
頼
子
委
員

長
）
に
よ
る
タ
オ
ル
の
寄
贈

が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

苫
前
幸
寿
園
と
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
優
芽
の
両
施
設
で
行

わ
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
活
動
が

で
き
な
い
状
況
の
中
で
の
新

た
な
取
り
組
み
活
動
と
し
て
、

各
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
タ

オ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
を
収
集

し
て
寄
贈
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

　
苫
前
幸
寿
園
に
は
、
タ
オ

ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
合
わ
せ
て

１
１
０
枚
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
優
芽
へ
、
合
わ
せ
て
　
枚
４０

の
タ
オ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
提
供
さ
れ
た
。

苫前町日赤奉仕団 タオルを寄贈

　
２
月
　
日（
月
）町
・
町
教

１４

育
委
員
会
、
防
犯
協
会
、
地

域
学
校
協
働
本
部
、
青
少
年

問
題
協
議
会
の
主
催
の
も
と
、

町
公
民
館
及
び
動
画
配
信
に

て
「
地
域
を
見
守
る
住
民
の

集
い
兼
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
」
が
行
わ
れ
、

協
力
団
体
関
係
者
ら
約
　
名
６０

が
研
修
会
に
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
福

士
町
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
当

研
修
会
に
於
い
て
、
羽
幌
警

察
署
生
活
安
全
課
生
活
安
全

係
の
三
瓶
亘
係
長
が
「
犯
罪

被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

の
テ
ー
マ
で
講
話
、
次
い
で
、

笑
華
尊
塾
の
塩
谷
隆
治
塾
長

か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
元
氣

ア
ッ
プ
～
こ
れ
か
ら
の
時
代

の
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
依
存
対

策
～
」の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　
三
瓶
係
長
は
講
話
の
最
後

に
、「
地
域
の
人
々
が
力
を

合
わ
せ
て
犯
罪
等
を
無
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
研
修

会
の
参
加
者
に
呼
び
か
け
て

い
た
。

地域を見守る住民の集い

地域社会貢献事業 まちの施設を整備していただきました

　古丹別川大規模特定河川工事４工
区を実施の橋場・白鳥経常建設共同
企業体が１月26日（水）・27日（木）に
カンガルースクール「雪あそび」に
利用する滑り台の製作を地域社会貢
献事業として実施しました。
　ありがとうございました。　

カンガルースクール「雪あそび」の雪集め及び滑り台づくり
　チエボツナイ川外道単改修工事（補
正）を実施の渡部工業株式会社（渡部和
人代表取締役）が１月18日（火）～21日
（金）にカンガルースクール「雪あそび」
に利用する滑り台用の雪集め作業を地
域社会貢献事業として実施しました。
　ありがとうございました。

　力昼九重線道単局改工事（冬）を実施の山本建設
工業株式会社（山本道浩代表取締役）が２月14日
（月）に古丹別バスターミナル入口庇部の除雪を地
域社会貢献事業と
して実施しました。
　ありがとうござ
いました。

　一般国道苫前町霧立峠
トンネル舗装工事を実施
の地崎道路株式会社北海
道支店（髙橋勝之取締役
支店長）が２月15日（火）
に町役場庁舎前とななか
まどの館の玄関前へ滑り止め材の散布及び寄贈を
地域社会貢献事業として実施しました。
　ありがとうございました。

凍結路面滑り止め材の散布古丹別バスターミナル庇部の除雪

　古丹別川大規模特定河川工事３工区を実施の株
式会社堀口組（堀口哲志
代表取締役）が１月27日
（木）・28日（金）に苫前Ｂ
＆Ｇ海洋センターの除排
雪を地域社会貢献事業と
して実施しました。
　ありがとうございまし
た。

　株式会社大川重機（工
藤典緒代表取締役）、協
和建設株式会社（丹羽丈
夫代表取締役）、苫前建
設工業株式会社（寺島登
久雄代表取締役）が２月
４日（金）に川添団地の木造平屋の高齢者向け住宅
の除雪を地域社会貢献事業として実施しました。
　ありがとうございました。

高齢者向け住宅の除雪苫前Ｂ＆Ｇ海洋センターの除排雪



広報とままえ ３月号　４頁

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
感
染
対
策
を
す
る
た
め

に
今
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
し

て
い
た
こ
と
に
変
化
が
起
こ
り
、
生

活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
に
な
る

経
験
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と

が
な
い
不
安
な
ど
仕
事
や
生
活
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
係
な

く
ス
ト
レ
ス
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
精
神
的
な
こ
と
で
は
、

人
間
関
係
、
日
常
生
活
で
の
失
敗
、

緊
張
す
る
場
面
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
で
心
身
の
不
調
を
訴
え
る

方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

不
安
や
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

う
方
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
環
境
、
生
活
の
変
化
や
精
神
的
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
状
態
が
続
く
と

交
感
神
経
が
働
き
、
脳
が
興
奮
し
て

落
ち
着
か
な
く
な
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
考
え
が
頭
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
身
体
に
も
ス
ト
レ
ス
反
応
と

し
て
、
不
眠
、
め
ま
い
が
お
き
た
り
、

首
や
肩
が
こ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う

し
た
反
応
は
、「
変
化
」
に
対
す
る
「
正

常
」
な
反
応
と
い
え
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
を
続
け
て
い
る
と

体
調
を
崩
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
調
子
を
確
認
し
、
心
身
を
休

ま
せ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
生
活
の
中
で
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を

規
則
正
し
く
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。
不
規
則
な
生
活
は
体
内
時
計
が

狂
い
、
睡
眠
の
質
が
下
が
っ
た
り
、

心
身
の
不
調
を
引
き
起
こ
す
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
、
家
の
掃

除
を
す
る
、
模
様
替
え
を
す
る
と

い
っ
た
身
体
を
動
か
す
作
業
を
す
る

こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
身
体
を
動
か
す
こ
と
、
運
動
は
科

学
的
に
ス
ト
レ
ス
解
消
の
効
果
が
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
挙
げ
る
の

は
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
運

動
で
す
。

●
効
果
を
高
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

１
坩
呼
吸
を
止
め
な
い

２
坩
目
を
閉
じ
る

３
坩
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い

　
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
て
、

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
も
っ
と
積
極
的
に
身
体
を
動
か
し

た
い
方
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
体

操
や
「
自
宅
で
で
き
る
運
動
」を
ネ
ッ

ト
な
ど
で
探
し
て
実
践
す
る
こ
と
も

お
勧
め
で
す
。

　
も
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
と
い

う
方
に
は
、
次
の
呼
吸
方
法
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
先
に
挙
げ
た
運
動
、
呼
吸
方
法
で

の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
に
自

分
の
気
持
ち
を
調
整
し
た
り
、
切
り

替
え
た
り
す
る
方
法
を
用
意
し
て
お

く
と
す
ぐ
に
そ
の
方
法
を
活
用
で
き

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
次
に
あ
げ
る

の
は
そ
の
例
で
す
。

・
食
器
洗
い
、
掃
除
を
す
る

・
ス
マ
ホ
で
動
画
を
み
る

・
軽
い
運
動
（
ヨ
ガ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
）
を
す
る

・
ペ
ッ
ト
と
遊
ぶ

・
友
人
と
電
話
で
話
す

・
と
り
あ
え
ず
布
団
か
ら
出
る

　
そ
れ
で
も
、
何
も
す
る
気
が
な
く

な
っ
た
り
、
眠
れ
な
か
っ
た
り
、
す

ぐ
に
疲
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
不
安

な
状
態
が
数
週
間
も
消
え
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
近
く
の
話
し
や
す
い

人
、
友
人
、
家
族
に
話
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
こ
ろ
の
専
門
家
も
い
ま

す
の
で
、
一
人
で
解
決
し
よ
う
と
頑

張
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

「「
感
染
対
策
と
心
の
ケ
ア

感
染
対
策
と
心
の
ケ
ア
」」

今
月
の
担
当
は
 宮
前
保
健
師
長
 で
す

……………………………………………………………………………… ざ康ばん健 い

心
身
を
休
ま
せ
る
の
に

効
果
的
な
方
法
と
は

健 康
ばんざい

漠
然
と
し
た
不
安
・
焦
り
を

感
じ
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回
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い
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目
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じ
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１
坩
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目
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閉
じ
る
。
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坩
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坩
３
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。
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５
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認
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噛対象：昭和37年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男性
噛検診料金：クーポン使用で無料　
　風しん抗体の保有率が他の世代に比べて低くなっています。まだ、クーポン券を使用し
ていない方は、赤ちゃんを風しんから守るために、自身の抗体を検査で確認しましょう。
噛場所：苫前町内は苫前クリニック、ＪＡ北海道厚生連苫前厚生クリニック
　他市町村の医療・健診機関も実施機関になっており、ドック（追加で予約）や定期受診、職場健診に
あわせて予約、検査ができます。くわしくは右上のＱＲコードでご確認願います。

無料で風しん抗体検査ができるチャンス ！ クーポンがある方、ぜひ受診を
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………………………………………………………………………よ包括ケ りアだ地域

お問合せ　　苫前町地域包括支援センター　緯 64－2215

★ 寿いきいき教室について ★
　昨春から新型コロナウイルス感染症の影響により、予定していた教室の開催ができない状況が

しばらく続いておりましたが、北海道における緊急事態宣言が解除になった昨年11月19日（金）

に苫前町公民館において１５名の御参加をいただき、体力測定を実施しました。

　体力測定として、以下のとおり５つの項目で測定

を実施しました。

　①「握力」（主に上半身の筋力をみる、全身の総合

的な筋力と関連があるといわれている）

　②「長座体前屈」（身体のしなやかさをみる）

　③「ＴＵＧ」（移動能力：椅子から立ち上がり３ｍ

先の目印を折り返し、再び椅子に座るまでの

時間を測定）

　④「開眼片足立ち」（バランス能力：目を開けた状態で、片足だけでどのくらい立っていられる

か時間を測定。60秒を上限とする）

　⑤「１０ｍ歩行」（移動能力：横断歩道を青信号で渡りきる力をみる）

　この体力測定の結果、一部で体力の低下傾向があるものの、項目によっては維持されていると

の結果がでました。

　体力測定の後は「転倒しにくい体力づくり！」と

題して、北海道総合在宅ケア事業団の理学療法士で

あります渡辺晋輔先生より、体力測定結果の解釈と

運動の取り組み方について講話をいただきました。

最後に参加者全員で「元気いきいき体操」を実施し、

１年ぶりの「寿いきいき教室」を終えました。

　新型コロナウイルス感染症の収束がなかなか見通せない状況にありますが、引き続き、感染対

策を講じて、介護予防の普及啓発事業として「寿いきいき教室」を実施してまいりたいと考えて

おりますので、御理解と御協力をお願いいたします。

　４月22日（金）午前９時30分より、苫前町公民館において「ふれあい倶楽部」が開催さ
れます。今回は「絵手紙」と「ふまねっと運動」を行う予定です。
　なお、開催場所が「とままえ温泉ふわっと」から「苫前町公民館」に変更となっており
ますので、ご注意ください。

噛事業のお知らせ噛
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　介護保険で利用できるサービスのうち、今回は町内にある施設サービスと地域密着型の居住系サー

ビスについて紹介します。

　サービス費用は、要介護度や部屋のタイプなどによって異なります。また、サービス費用に加えて、

食費、居住費や日常生活費などが必要になります。

《施設入所サービス》

　◎「要介護（１～５）」に認定された方が利用することができます。

　※新規入所は原則として要介護３以上の方が対象です。

《地域密着型の居住系サービス》

　◎高齢者の方が、住みなれた地域での生活を可能な限り継続できるようにするため、地域の特性に

応じた柔軟なサービスを提供するものです。

　※苫前町にある地域密着型サービスを利用できるのは、原則として、苫前町の被保険者のみです。

　介護保険のサービスを利用するには、苫前町から「要介護認定」を受ける必要があります。

　「要介護認定」とは、どの程度の介護サービスが必要かを判断するための審査で、「要介護認定」の

結果（介護度）により、介護保険サービスを利用できる量や内容が異なります。

《手続の流れ》

１）申請書の提出 …… 要介護認定を受けるために、本人又は家族等が苫前町に要介護認定の申請を

します。

２）認定調査 ………… 町の認定調査員又は委託先の認定調査員が、自宅等に訪問し、本人の心身の

状況や日常生活の状況を調査します。

３）審査・判定 ……… 認定調査の結果と主治医意見書を基に機械判定（一次判定）を行い、その結

果から「留萌中部介護認定審査会」で総合的に審査・判定（二次判定）します。

４）認定・結果 ……… 介護等が必要と判定された場合、要支援１～２又は要介護１～５の区分に認

定されますが、非該当（自立）と認定された場合はサービスを利用できません。

この認定結果は、文書で通知します。

５）ケアプラン作成 … 要介護・要支援認定を受けた方は、利用したいサービスについてケアマネジ

ジャー等と相談の上、「ケアプラン」を作成してもらいます。

　　　　　　　　　　　※「ケアプラン」 … 要介護度や利用者の心身の状態に合わせて、利用する

サービスの種類、回数などを取りまとめた介護サービスの計画です。

６）サービス利用 …… ケアプランに基づいて、訪問介護や通所介護などサービス提供事業者から提

供される介護サービスの利用が始まります。

つくろう健康　幸せの未来づくり

介護保険のサービスとサービスを受けるまでの流れについて

介 護 保 険 ガ イ ド

…………………………………………………………………………… イ介護保 ド険ガ

お問合せ　　苫前町保健福祉課福祉係　緯 64－2215

【介護保険で利用できる施設・居住系サービスについて】

日常生活で常に介護が必要で、在宅での介護が困難な場合に入

所し、必要な介護サービスを受けることができます。

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

要介護１以上の認定を受けた高齢者が生活できる場（住居）で、

食事や入浴などの日常生活上の支援、機能訓練などが受けられ

ます。

特定施設入居者生活介護

（介護付き有料老人ホーム）

※令和４年４月開設

認知症の高齢者が共同で生活できる場（住居）で、食事・入浴な

どの介護や支援、機能訓練が受けられます。

認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）

【介護保険のサービスを受けるまでの流れ】
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。
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あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
住
所
変
更
後
も
し
ば
ら

く
前
住
所
あ
て
に
国
民
年
金
の
郵

送
物
が
届
く
な
ど
し
た
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
最
寄
り
の
市
区
町

村
ま
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。
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３
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。
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。
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収
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。
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……………………………………………………………………………………年国民 金

火事・救急は１１９番！ 北留萌消防組合消防署　苫 前 支 署　緯 64－2321
　　　　　　　　　　　古丹別支署　緯 65－4119
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し
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就
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す
る
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退
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れ
る
方

就
学
す
る
方

出
産
す
る
方

＜お問合せ＞

留萌年金事務所　緯 0164－43－7211

役場住民生活課　緯 0164－64－2213

国民年金の支給開始年齢（誕生日の前日）

になったら、裁定請求書は役場窓口まで

お持ちください。必要な書類が不明な場

合はご相談ください。

Ｎｅｔ１１９ 緊急通報システムのご案内

※詳しい内容やお申込みは下記にご連絡願います。

　聴覚や言語機能の障害により、音声での会話が困難な方々でもスマートフォン等からインターネットを
利用して119番通報ができる、チャット等を利用したサービスです。

◎ Ｎｅｔ119とは？

　１）北留萌消防組合の管轄地域にお住まいの方、または通勤・通学されている方
　　※苫前町、羽幌町、初山別村、遠別町、天塩町、幌延町
　２）聴覚・言語機能に障害があり、音声通報が困難な方
　　※身体障害者手帳が交付されている者のほか、音声による緊急通報が困難であると消防本部が認めた者

◎ ご利用対象者は以下の条件を満たす方々となります。

国
民
年
金

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

「
春
か
ら
新
生
活
が
始
ま
る
あ
な
た
へ
…
」

苫前町役場保健福祉課
電話 64－2215

北留萌消防組合消防署苫前支署
電話 64－2321

北留萌消防組合消防署古丹別支署
電話 65－4119


